
眠い

2015.09.03

今は授業中です。でもわたしは眠い。ホテルに帰りたい！！

これは日本語で投稿されたものです

何雨祺さんの日記



どこ

2015.09.03

一日

これは日本語で投稿されたものです

何雨祺さんの日記



日本

2015.09.13

一週の時間、すぐ終わりました。最初は本当に慣れない、学校のルールも厳しい、授業の時先生の言葉も分からない。日本へ来た前に日本の生活はきっと楽だと思いますけど、
ここの生活はそんなに楽じゃない。授業は七時半から始めます、放課は五時ぐらい、思ったより遅い。

これは日本語で投稿されたものです

何雨祺さんの日記



日常

2015.09.22

日本に来て2週目、連休になりました。聞くところによるといくつかの祝日が続いたので、まとめて休みにしたそうです(^^)最近、周囲で体調を崩す同級生が多く、最もひどい
人は38度を超えていました。幸いにも私は体が丈夫でまだ風邪をひいていません。昨日長崎唯一の観覧車に乗りました。無料でした〜めっちゃラッキー〜私のいる都市は山の
中にある都市です。周囲はすべて山の斜面で、高い空でみると、山々と険しい峰がとてもきれいです。最近とてもおいしい食べ物をみつけました。パンの上にバターをぬって少
し焼くと、とてもおいしいです！！！(とくに特産物というわけではありませんが-_-)明日のお昼はカレーを食べるつもりです。楽しみだ〜

何雨祺さんの日記





体育祭

2015.09.22

先週の金曜日は体育祭でした。初めて日本の体育祭に参加しました。なんとも言い表せないくらい興奮しました。中国の体育祭はほとんどがかけっこで、100、200、400、
800、1500mなどの個人種目です。しかし日本の体育祭はチームプレーを重視しています。リレーはメインのプログラムで、その上、クラスで参加するプログラムも多く、日
本の特色あふれる騎馬戦もあります。すべての学年がダンスを披露しました。一年生は日本の伝統舞踊でした。同級生たちはいろんな和服をきて、とてもきれいでした〜(学校
では携帯禁止なので、撮れなかった。ちょっと残念)二年生はモダンダンスで、三年生は卒業ダンスでした。みんなは何カ月もかけて練習してダンスの準備をしたそうです。し
かし私は転校してきたばかりなので、ダンスは彼らのリズムに全然ついていけませんでした。。。でもみんなとても一生懸命私にダンスを教えてくれて、最後にはダンスができ
るようになりました、ラララ*―*

何雨祺さんの日記



孔子祭

2015.09.29

    先週の土曜日は、先生は私たちを引率して孔子祭の見学に行きました。孔子祭と言いながらも、実は中国伝統文化祭です。日本人は中国の伝統文化に対してどのように理解
しているかは、興味深かかったです。

    まずは孔子を拝むことです。中国明の時代の服装で通りかかった人が多くて、手に様々な参拝用具を持っていました。何人かは代表としてお香を焚いたから、その匂いはす
ぐに広がってきました。中国にいた時は、そういった匂いがとても好ましくなかったですが、ここで嗅ぐと懐かしいとしみじみ思いました。

    次はくまどりです。実は、私は小学校の美術授業で、くまどりを描いたこともありましたが、実際に「変面」を見るのは初めてです。テレビで見たこともありますが、こう
やって実際に「変面」を観察するのは初めてです。音響はそんないいいものではなかったですが、素敵な演出で相殺されました。無事に顔が変えられた度に、観客たちは熱い拍
手を送りました。私はくまどりが張ったりしていたのを見つめて、こんな暑い中での演出は、芸者たちきっと大変だろうと思ったら、思わず心の中で、内々で拍手しました。

    三つ目は獅子舞でした。言うとちょっと恥ずかしいですが、中国人なのに、私はまだ伝統の獅子舞を見たことがなかったです。。。初めて獅子舞を見るから、どうしてもち
ょっと興奮してしまいます。二匹の獅子は生き生きとして、時々目まで瞬いて、しっぽを振って、非常に可愛い！

    四つ目は龍舞でした。入ってきた時に、すでに入り口に二匹の龍が置かれてあったのに気付いたが、いまはその龍が動き出しました。より迫力を感じさせます。十数人で龍
を高く挙げたまま、上下に逆巻いて、華やかで美しかったです。

      日本であんなに中国の雰囲気が溢れる演出を見れて、驚くほど嬉しいことです。あんなにたくさんの日本の友人が中国の民俗演出を楽しんでいるのを見るのも、ある種の趣
がありますね。このような中国の文化を日本にも伝えられる演出などは、多ければ多いほどいいですね。

何雨祺さんの日記







ペンギン

2015.10.11

今日は、寮の先生に連れられ私たちは水族館へ見学に行きました。水族館と言いながら、実は主な動物はペンギンでした。

  海洋館に向かう途中に、面白いクイズに答えて、おもちゃの人形をもらいました。生き生きとしていたトトロのおもちゃは、今回の旅行の幕を開けてくれました。

  水族館に入ったらすぐ、大きな水槽が見えました。何匹かのペンギンがその中で楽しそうに泳いでいました。上の階へと進んだら、より多くのペンギンが視野に入りました。
毛づくろいをしていたのもいますし、岸辺でまっすぐに立っているのもいます、よく注意してみないと、彫像だと勘違いしてしまいそうです。 

  ペンギンの種類もたくさんいます。純粋な黒と白のもいますし、黒と白の間に黄色が混ざっているのもいます。眉がとても長いペンギンもいます。

各ペンギンの翼にパラスチックの輪が結ばれています。それは飼育員が彼たちを区別するためにつけた番号でしょうと思います。

  簡単に一周の見学を終えたら、今日の見所を迎えました：ペンギンショー。内容はわりとシンプルで、ぐるっと一巡りを二回してから、指定された梯子を歩いて行くだけで
す。動作はシンプルではありますが、ペンギンちゃんたちがくねくね歩く姿は本当に笑いをそそるんです。

  ペンギンショーの後、ヒトデ、ウニ、ナマコなどかわいい海洋生物を私は自分の手で触ってみました。これらの動物をみたら、自然の不思議に感心がとまらなかったです。

  今日の一日はとても楽しく過ごしました。これからもこのような見学などをより多くあるように！！！

何雨祺さんの日記



寿司

2015.10.11

 今日は初めて本格的な日本の回転寿司を食べました、人生が明るくなったと感じました！！しかも寿司はやすくて美味しい、食べても食べても飽きないです！明日また食べに
行きますよ～(以下の写真はいろいろな美味しい寿司ですよ～お腹が空いている方羨ましがらないでね)

何雨祺さんの日記



休み

2015.10.11

明日はまた休みです、本当に嬉しいわ嬉しい！！！(日本の休みは本当に多いね～)

何雨祺さんの日記



中間テスト

2015.10.11

先週は中間テストの週で、クラスメートのみんなは懸命に復習していました。初めて日本の大型試験を受けることは、とても新鮮に感じました。たくさん異なるルールがありま
す。例えば、試験の前に先生に挨拶するとか、チャイムがなってからでないと試験用紙が配られても見てはいけないとか。それも日中間文化の差の一種でしょう。

何雨祺さんの日記



ツッコミ

2015.10.11

外のコンビニでの買い物はちょっと高い。。。やはり食品スーパーのものが安い、けど、食品スーパーは寮からちょっと遠い、ものぐさで動きたくないなあ>_<(今日一日の日
記はちょっと多いなあ～)

何雨祺さんの日記



解剖授業

2015.10.17

今日は人生で初めての解剖授業でした。解剖したのは豚の腎臓でした。中国の東北地方の方言で言いますと、豚の腰を解剖しました。実は私は豚の腎臓の食感がとても好きなん
だ、美味しくて油っぽくない。でも、今回の解剖授業は本当に私に深い印象を与えました、これからは豚の腎臓に直面できなくなるでしょう。。。

    授業の最初に、先生は豚の腎臓で説明しました。先生は輸尿管、静脈と動脈の位置、そして各部位の名称を説明しました。説明と同時に、赤い血が滴って落ちてきて、本当
にぞっと恐ろしくなりました。

    説明はすぐに終わり、私たちは自分で実験をすることになりました。私とペアになっている米原さんはワクワクしているように見えました。彼女は注意深く縁に沿って腎臓
を二つに分けようとしましたが、厚すぎるから、一発では無理のようで、少しずつ切っていくしかないようです。途中で彼女はやってみないと尋ねてきましたが、私はまだ覚悟
ができていなかったから断りました。半分ぐらい切ったところで、彼女はもう一度尋ねてきました。これも人生の貴重な経験になるだろうと思い、やらせてもらいました。

    ナイフで少しずつ切り口をさらに深く割っていこうとしましたが、下の白いものはなかなか切れないから、ハサミで切ることにしました。切る作業は素早く終わらせ、腎臓
を真ん中から切断でき、丸い形にして実験台に広げました。私たちはとても速くて、ほかの人はまだできてないうちに、私たちはもうすでにレポートを書き始めました。ほかの
人は私たちの実験成果を見物に来て、私が切った腎臓はきれいな形をしていると言ってくれて、とても嬉しかったです。

    でも、新たな問題が現れました。切られた腎臓は非常に濃い血の匂いに、吐き気がしてきてしまいました。私はさっさと実験レポートを終わらせ、お手洗いに行って新鮮な
空気をすうことにしました。

    将来は理系にすすむことは無理だろうと思いました。特に生物です。今日は単に豚の腎臓の解剖で、私はギリギリ我慢できましたが、今後はもしも活きている蛙を解剖する
授業に出会ったら、私はきっと悲鳴をあげるでしょう。⊙﹏⊙

何雨祺さんの日記



夜景

2015.10.23

今日は先生が私たちを連れて長崎の夜景を楽しませて頂きました。そもそもは、寮は門限があり、夜は外出できないものの、岩永先生が夜景を見る夢を叶えてくれました。長崎
の夜景は、本当に美しいです！！！頂上まで登っていく予定だったですが、たまたま今日は車で行ける日です。まるで幸運の神様に可愛がられているようです。頂上に着くと、
私は興奮していながら一気に一番上まで走って行きました。小さな長崎には、こんなに鮮やかな側面があるとも思いもしなかったです。

    頂上から眺めていくと、遠くから明滅している灯りが見え、移動しているのもあります。（それは車のヘッドライトです）頂上には秋風がサクサク吹いていたが、それほど
寒くはありません。私たちは望遠鏡で長崎の屋敷構造を近く観察しました。一回で１００円ですが、一回目はコインを入れても反応がなく、二回目になって使えるようになりま
した。望遠鏡の画素はとても良く、とてもはっきりと見えますが、使える時間が短いことはちょっと残念です。たぶん一分間くらいしかないかな、この望遠鏡は買得じゃないな
あと思いました。@_@

    山風に十分に吹かれて、私は何人かのクラスメートと一緒にアイスクリームとケーキを食べに行きました。細工されたお菓子、かすかに暗い照明は、長崎の夜景に呼応し
て、素敵です！

    帰る際、入り口で記念写真を撮りました。とても充実した夜でした。岩永先生、ありがとうございました！

何雨祺さんの日記





誕生日

2015.10.23

今日は私の誕生日です。両親や親友がすぐそばに居ないけれども、みんながお祝いのメッセージをくれました。たくさんのメッセージが入ってきて、メッセージ着信音がディデ
ィディと次々に鳴って、とても嬉しいです。遠い異国にいるとしても、私の誕生日を覚えてくれる人がいます。心連心の友だちは日付の変わる24時まで待って、お祝いの言葉
を寄せてくれました。今度会うときに彼を抱きかかえましょう！@wyw(^O^)

    朝は教室に入ったら、すぐにクラスメートに挨拶され、また一つの歳をとって成長してきたとお祝いの言葉をもらいました。知り合って僅か二ヶ月なのに、クラスメートの
みんなは私の誕生日を覚えてくれています、超かわいい一人の女子がプレゼントもくれました、とっても嬉しいです！

    明日はより素晴らしくありますように

何雨祺さんの日記



BBQ大会

2015.10.23

今月の月初めに、BBQ大会がありました（けど、それについて日記で書くのを忘れたようです、今から書きます～）

    焼肉大会は私が長く楽しみにしていた寮のイベントです。みんなでプラスチックの下敷きに座って、一緒に焼き肉を食べたりドリンクを飲んだりして、Bingoゲームもやりま
した。充実した一晩を過ごせました。このようなイベントは多ければ多いようになってほしいなあと思います、私の寮生活をより豊かにもできますし。∩__∩

何雨祺さんの日記



温泉につかった

2015.10.26

    土曜日に私と同級生達は温泉に行きました。私は温泉は日本の伝統的な観光の項目だと思います。日本に来たら温泉につかるべきです。岩永先生は私達を山頂に連れて行っ
てくれました。山頂の上に「正統派」温泉会館がありました。なぜここをちゃんとした温泉と言うのかというと、これは火山温泉だからです。

   扉をくぐると、中のクレーンゲーム機に引きつけられました。でも、私達の今回の旅行の目的は温泉につかることで、クレーンゲームではない、という理性がなんとか欲求に
打ち勝ちました>〓<

   浴室に入ると、私はなんとも言えない緊張を少し感じました。以前中国で授業を受けた時、先生は私達にいくつか日本習慣を教えてくれました。温泉につかるのは重点的に強
調された内容の一つです：髪の毛をお湯につけない、浴槽の中で直接タオルを洗ってはいけない、地べたに水をためない、先にシャワーで体を洗ってから浴槽につかること、な
どのことが求められます。初めて大衆浴場で入浴しました。日本国民に良い印象を残していますように。

   でも心の中の小さな緊張はすぐ心地良い感覚に変わりました！浴室は大きくないけど、たくさんの種類の浴槽がありました：炭酸泉、打たせ湯、それと露天風呂がありまし
た。露天風呂から外を見ると、長崎の夜景を一望できました。遠くの灯りがきらきらして、とてもきれいでした。ここのサウナはミストサウナと塩サウナの2種類ありました。
私達はすべての浴槽に少しずつ浸かりました。こんなにも気持ちよく入浴したのは久しぶりでした。

   お風呂からあがって、明治牛乳を一杯、アイスクリームを一つ食べました。これは人生で最高の楽しみでした！いつか両親を長崎に連れて来て温泉につかり、このすばらしい
時間を共に過ごしたいです。

何雨祺さんの日記







アイスクリーム！！！

2015.11.02

    先週の日曜日、私は留学生仲間と一緒に出かける約束をしていました。

    私たちはまず、カラオケに行きました。日本のカラオケと中国のカラオケには大きな違いがあります。まず、リクエスト機：中国のリクエスト機は重く、床に固定されてい
た設備です；ところが日本のは、小さく精巧で、持ち運べるタイプです。次に、歌う時の違い：中国では歌を歌い終えたら、自動的に次の曲が流れますが、日本のは点数がで
て、人の手で次の曲に切りかえます。(日本のすべてのカラオケがこうなのかは不確かですが、私が行ったお店はこんな感じでした)

    第二の遊び場は、レストランに行きました。これは実は今日のメインイベントで、私たちはギネス世界記録を創った日本で一番高いアイスクリームタワーにチャレンジする
ことです。！！！このアイスクリームタワーは高さ120cmで、小学生の身長に相当します。◑﹏◐アイスクリームタワーができた後、私たちはそれを囲んで写真を撮りまし
た。けれど、私の注意はずっとアイスクリームタワーに注がれていました。早く食べたい、と思っていました！ついに食べ始めました！私たちは順番にひとすくいひとすくい
し、とても楽しく食べました。そばのテーブルでもアイスクリームタワーを注文していました。私たちはひそかに誰が早く食べるか、彼らと競っていました。最終的に、私たち
が勝利を勝ち取りました。(もう一方のテーブルの人は私たちが自分たちと競っているとは全く知らないし、彼らの食べ方が私たちよりもかなり優雅だったんだけど。)レストラ
ンは私たちに証書を発行して、アイスクリームタワーを食べきったことを称えてくれました。本当に楽しかった！

    その後、私たちはプリクラを撮りに行きました。日本の若い人はこれを撮るのがとても好きで、私たちもそれを試しに行きました。日本のプリクラの技術はお世辞を言う気
にすらならないです。専用の撮影機があり、専用の作成機があります。そして、画面上で文字を書くことができます。撮り終わったら、完全に別人になっています。PS恐るべ
し！

  　最後にお寿司を食べに行きました。。。私と崔清揚(もう一人の留学生)はアイスクリームタワーの時、お腹一杯食べれなかったので、回転寿司に行って食べまくることに決
めました。結果はいうまでもなく、私たちはお腹がはちきれそうなくらい食べました。でも、今日一日、本当に楽しかったです。今後もみんなと一緒に遊びに行く機会があると
いいなぁ。

何雨祺さんの日記





誕生日パーティー

2015.11.11

今日は、この三ヶ月に誕生日を迎える人たちへのお祝いとして、私たちは誕生日パーティーを開きました。

    水曜日、今日の誕生日パーティーのため、普段は部活でとても忙しい人も6：30ピッタリに寮に戻ってきて、パーティーの支度をしていました。私は初めて誕生日パーティ
ーに参加するから、すごくワクワクした気分でした。例の礼拝の後、みんなで晩ごはんの準備を始めました。学生以外も、校長先生と数名の先生も一緒に食事をすることになっ
ています。芋ご飯、焼き肉、ミニラーメン、野菜汁、団子スープ、デザート、ケーキなどなど、美味しいもの盛りだくさんの晩ごはんでした。思う存分に満喫しました！！！
(近いうちに学校は体重を測るようですが、このままじゃ太っちゃいますね/涙)

    晩ごはんの後、私たちはビンゴゲームもやりました。本当にあとちょっとで当たっていたのに、惜しかった。ちょっと残念だなあ。。。

何雨祺さんの日記



クリスマス・ツリー点灯式

2015.11.23

金曜日はクリスマス・ツリーの点灯式が行われました。キリスト教徒はイエスを祝するため、毎年行う行事だそうです。私はワクワクしていました。なぜなら、中国では西洋の
お祭りを祝ったりすることはほとんどないし、このようなイベントも行わないからです。

   点灯式はわずか３０分しかなかったですが、とても深い印象が残りました。最初は、吹奏楽部の演奏でした。うちの学校の吹奏楽部はとてもすごくて、今年の全国大会のダー
クホースでした。銅賞にとどまったけれど、吹奏楽部の部員のみんなは普段夜の八時九時まで練習していて、大変だそうです。土日も休まず朝七時から夜五時まで吹奏楽の練習
をしていました。そして全国大会のために合宿して特訓もしました。それほど満足できる成績とは言えないかもしれませんが、努力しただけで、成功したと言えるでしょう。学
校の吹奏楽部による生の演奏を聞けることは、あまり音楽に触れたりする機会のない私にとっては、ワクワクして仕方がないです。

    そして祝辞をし、賛美歌を合唱して、先生による祈りなどの項目があったけど、最も印象に残るのはやはりクリスマス・ツリーが点灯された瞬間です。礼堂の照明は全部消
えて、その二メートルあまりのクリスマス・ツリーだけが眩しいほど輝いていた。あんなにきれいなクリスマス・ツリーは、生まれて初めてですよ。その時は非常に感動しまし
た。

    楽しい時間はいつも短いですが、クリスマス・ツリーの光は消えないものです。先生によると、これからクリスマスまで、クリスマス・ツリーは毎晩点灯されるそうです。
寮の窓からちょうど礼堂にあるクリスマス・ツリーが見えるので、嬉しいです。

 

何雨祺さんの日記



お弁当交換

2015.11.29

金曜日のお食事の時、好きでないものを選んでしまいました。小声で文句を漏らしたら、ちょうどクラスメートの耳に入ったらしく、今日のお弁当が嫌いなのと聞いてきまし
た。そうですと答えたら。。。お弁当を交換しないと彼女が聞いてくれました！！！私はずっと日本のお母さんの手作りのお弁当を食べたいなあと思って、寮に住むことになっ
ているから、そんなチャンスはおそらくないだろうとちょっと残念に思ったくらいでした。今回のいきなりの出来事で、まさに夢が叶うとは、超嬉しい！！！

   私のクラスメートはhonokaという子で、非常に可愛い女の子です。その日は、彼女のお母さんが作ってくれたのは唐揚げおにぎりで、レタスも包まれていました。冷たいも
のではありますが、すごく美味しくいただきました。

   Honokaは私のお弁当を食べたいのか、それとも私をお腹が空いたままにさせないためわざわざ交換してくれたのかは判断がつかなかったので、私のお弁当が彼女の口に合わ
なかったらどうしようと最初は心配していましたが、彼女が完食したのを見て安心しました。

    お弁当交換への御礼に、今日はちょっとしたプレゼントを買ってきました。彼女に渡そうと思って、気に入ってくれたらいいなあ～
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学校創立記念日

2015.12.09

１２月１日は活水高等学校の創立記念日です。今年で百三十六周年を迎え、悠久の歴史を持っていると言えるでしょう。活水の創立者はイギリス人のエリザベスですので、キリ
スト教学校です。生徒たちは毎日祈りを捧げ、登校と下校の時に、食前食後に、学校はわざわざ聖書授業を開設し聖書について勉強させるくらいです。今日のような重要な記念
日にも、もちろん祈りを捧げることはなくてはならないですね。

   前方での校長先生のスピーチを聞きながら、多くの人はもう半分寝ていると気付きました。実は私も同じですが、寝てしまわないよう無理やり頑張っているだけです (x_x)校
長先生の長いスピーチはようやく終わり、次に卒業生によるスピーチです。その卒業生は1986年に活水から卒業した人物で、数えてみればもう50才を超えていますね。こんな
に昔の卒業生に声をかけたと思うと、学校も苦労しましたよね。

   卒業生によるスピーチの後、賛美歌を歌います。この学校に来たばかりの時は、それは難しいことだと思いました。なぜなら、私は五線譜が分からなく、各歌の音調も分から
ないから、しかも音程が狂うのを恐れてなかなか歌えなかったのですが、今はもうそういった不安はありません。依然として五線譜が分からないままですが、大体歌の音調を把
握できましたので。実はすごく日本の学生のことに感心しています。みんなは多芸多才で、私にはめちゃくちゃ難しい五線譜が分かる人も少なくはないです。

   賛美歌が終わると、下校です (^O^)その時はまだ十一時半くらいで、中国ではありえないことです。詰め込み教育によると、一分間も一秒間も惜しんで勉強しないといけな
いことです。今のような簡単でのんびりした生活こそ、高校生らしい生活であると実感しました。
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ごみ拾い

2015.12.13

長崎に配属されたと知った時から、ずっとこの日を待っていました。今日はようやく原爆資料館に行くことになりました。。。けど、見学に行くのではなく、ボランティアで清
掃整頓を手伝いに行きます。

   朝は、今学期最後の三科目のテストを終え、午後は原爆資料館に向かいました。実際にやる前に、私たちはまず学校平和部の報告講座を聞きました。平和部部員のみんなは沢
山の資料を集めて、私たちに原爆の恐怖及び戦争後の再建について詳しく語ってくれました。私がいる活水女子高校は、当時の原爆地から僅かに500メートル離れていたところ
にあります！この情報を耳にした瞬間、驚きましたが、その驚きはすぐに悲しみに変わりました。原爆を受けて変わり果てた真っ黒の死体、放射能で全身に赤く発疹していた男
性、そういった一枚一枚の写真により、戦争の惨烈さをしみじみと思い知らされました。覚悟していたものの、心が痛かったです。平和の大事さをより理解できました。

   次に、みんなはクラス単位でそれぞれ動き出しました。うちのクラスは原爆資料館を担当することになっていました。十五分くらい歩いて、目的地に到着しました。見渡した
ところ、一面の芝生でした。私たちの担当エリアはここです。芝生はとてもきれいで、何枚かの落ち葉と果実の種以外に、特に拾えるゴミはなかったです。今回の活動の意味を
徹底するよう、学校への帰り道についでにごみを拾い、環境美化のためにできることをしました。言わざるをえないことに、日本は本当に清潔です、めったにゴミをみないで
す。この点において、中国もいろいろと見習うべきでしょう。

   学校に戻って、みんなで活動感想文を書きました。今回の活動は円満に幕が閉じました。
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クリスマスパーティー

2015.12.13

クリスマスは西洋人の伝統的なお祭りです。私は生まれてからいままで、正式にクリスマスをお祝いしたことはまだ一度もなかったので、今年は私にとって初めてのクリスマス
だと言えるでしょう。

    まだ十二月二十五日になっていないけれども、冬休みの時間を考えて、十二月九日にずらしてクリスマスパーティーを開催することにしました。クリスマスのために、プレ
ゼント交換用にみんな各自500円くらいのプレゼントを用意しました。（また別の日記でプレゼントについて詳しく書きます）私は二回生として、今は寮の管理員（寮員）で
す。今回のクリスマスパーティーは、私は一人のクラスメートと協力して、数字の書いてある紙切れ（数字ごとに交換用プレゼントに対応します）を配る役割を果たします。楽
な作業で簡単にやり遂げました。そして定例の礼拝です。

    今日は外国人の先生によるスピーチです。日本語を使われましたが、ちょっとなまっているため、聞き取れなかった単語が沢山ありました。それでも真面目に聞かないとい
けませんので、大変でした。やっと祝福の言葉を聴き終え、賛美歌を歌い終え、今晩の本題に入ります——クリスマスの豪華料理を食べましょう！

    料理は盛り沢山で、いつもより何倍もの豪華さで、先生方まで待ちきれないようでもありました。いつもの食事は今日とどう違うかを聞いてくる先生もいらっしゃいまし
た。食後のデザートとケーキはさらに印象に残ります。私はそもそも甘いものが好きで、甘いのに甘すぎない食感に褒め言葉が絶えずに口から出てしまいそうです。最後にいっ
ぱい食べ過ぎても仕方がないことでしょう、まあダイエット計画はまた先に伸びてしまいますけど（泣）
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プレゼント交換

2015.12.13

    クリスマスパーティーのため、先生からみんな各自500円くらいのプレゼントを用意するよう指示されました。私は何がいいか分からなくて、食べ物にすると普通すぎる
し、いいものにしようと思ったら金額はオーバーしてしまいます。前に買ったまだ使っていないトートバッグをプレゼントにしようと最初は考えましたが、プレゼントを提出す
る当日の夜になって躊躇ってしまいました。自分が気に入った品物で、手を離しづらい気分でしたから。最後に思い切って中国から持ってきたシルクのスカーフをプレゼントに
しました。

    クリスマスパーティーのことをずっと楽しみにしていました。どんなプレゼントに当たるかも知りたいし、自分のプレゼントが誰に当たるかも知りたい気持ちです。先生が
私のプレゼントに当たったらいいなあと期待していました。なぜなら、学生なら私のプレゼントを普通に思うかもしれませんが、先生ならきっとこのプレゼントの価値を分かっ
てくれるだろうと思うから。

    クラスメートみんなが楽しみにしていた、この日はようやくやってきました。盛り沢山の夕食が終わり、いよいよプレゼント交換会の時間になりました。二人の寮員が交換
会を担当していて、一人は大きな袋からプレゼントを取り出して、もう一人はプレゼントにある数字を読み上げました。一体どんなプレゼントに当たるでしょう、私は静かに期
待していました。

    「36」まさか一つ目の数字が私の手にある紙切れに書かれた数字とは、それも一種の幸運でしょう（笑）。待ちきれずにプレゼントを開けてみたら、メガ盛りのお菓子２つ
でした。この結果は予想通りでした、多くのクラスメートはお菓子をプレゼントにしたから。中には「雷神」のチョコレート棒が入っていて、とても美味しいと思うので、プレ
ゼント交換の結果には満足しています。

    自分が貰ったプレゼント以外に、誰が私のプレゼントに当たるかも気になっていました。みるみるうちに、プレゼントの入った袋は小さくなってきて、ようやく私が出した
プレゼントは現れました。寮の先生に渡されたのを見て、心のなかでラッキーと感じました。こっそりその先生に注目して、笑顔でプレゼントを開けて、スカーフを首につけて
から、ほかの先生にコメントを求めているのを見たら、先生はきっと嬉しいんだなと知って、安心しました。

    今回のプレゼント交換会は面白いことも沢山ありました：男性の先生が女性用品に当たって、一人の先輩は自分の出したプレゼントに当たって、お二人の男性の先生と一人
の女性の先輩はお揃いのスカーフに当たりました。一番の豪華プレゼント―二千円のチョコレートは、吹奏部に当たりました。なんてラッキーなこと～
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ビスケットハウス

2015.12.13

    子供であれば、誰でも小さい頃から同じ強い願望があるだろうと信じています、それは自分のビスケットハウスがほしいということです。ビスケットハウスに住み、食べた
い時は食べる、寝たい時は寝る、ビスケットのいい香りを楽しみ、ビスケットの美味しさを味わうことです。このクリスマスは、この願望をやっと叶えました！！！人間が住め
るほどの大きいビスケットハウスではないけれど、子供時代の夢を叶えるにはもう十分です。

    ビスケットハウスは今回のクリスマスパーティーのためにわざわざ作ったものです。けれどもう寮にはありません。活水女子大学に持って行かれて、より多くの人がその美
しさを楽しめるために。
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巡演

2015.12.15

   日本は人情味のある国です。新しいところに引っ越したら、お隣さんに挨拶しますし、路を歩いてて近所の人に挨拶する時もあります。もうすぐクリスマスです。大切な祭り
の日ですから、近所の人に挨拶するのも言うまでもないでしょう。私たちの寮は賛美歌を歌うことで新年の祝福を捧げようとしています。この日のために、私たちは毎晩２０分
くらい練習していて、最も充実した姿勢でお客さんたちに披露しようとしています。

    夜六時ちょうど、寮生全員で出発しました。先生に引率され、一つ目の目的地に到着しました：山口医院。ここは学校から最寄りの医院で、普段は発熱でも風邪でもここで
診てもらって、いろいろとお世話になってきています。私たち三十人近くがいて、広くはない医院に入ったらすぐ窮屈なくらいになって、メガネにも霜がついてしまうくらいで
す。私たちは賛美歌を数回繰り返し、声が大きかったです。医院の先生たちはニコニコして私たちを見ていました。終わった時に、激しい拍手が響き渡り、この半月あまりの努
力は報われた気がします。

    二つ目の目的地は整骨院です。この整骨院は学校からちょっと離れていて、歩いて行くだけで汗をかいてしまいました。それでもみんなは元気いっぱいで賛美歌を歌いまし
た、先生たちに評価されました。

    三つ目の目的地は平和教会です。私たちよく行く教会でもあり、二三ヶ月に一日の教会出席日があります。私たち活水学校の生徒たちはみんなこの教会に来てお祈りをささ
げます。今日は夫婦カップルと彼らの子供だけいました。子供さんは今年で四五才のようで、超かわいい！ケミカルライトを手にしてふらふら揺らして、大きな無邪気な目を見
開いて私たちが歌っているのを見てくれました。多くの寮生からも可愛いと言いました。

    四つ目の目的地はケーキ屋さんです。まさかケーキ屋さんに来て祝福の歌を捧げるとは思わなかったです。。。ここは私がよく来るケーキ屋さんで、そこのチョコレートケ
ーキは特に美味しいから！！！ほぼ毎週この店に来ています。(おかげで私の体重はますます悲しい方向になってきています。嘆くo()︿))o)歌っていた時は不注意で、そばに置
いてあったサボテンに刺されました。それは飾りの花だと思い込んでいてて、まさに本物だとは思わなかったし、しかも本当に、とても痛かったです。。。

    最後の目的地は寮です。みんなは玄関のところに立って、寮の食堂のおばさんたちに賛美歌を歌いました。一時間が経って、疲れた感じです。。。けど、クラスメートの柏
の保護者はドーナッツとみるくコーヒー味のミルクティーを届けてくれました。頑張ったあとのご褒美はさすがに美味しいですね！
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映画を見る

2015.12.15

先週土曜日はクラスメートと一緒に映画を見に行きました～初めて映画館に足を踏み入れた私は、好奇心旺盛の子供のようにきょろきょろ見まわっていました。日本の映画館と
中国とどう違うかを知りたいから。。

    見渡したところ、特に違うようなところがなさそうです：みんなポップコーンを手にして、スクリーンに上映予定の映画名と時間が表示されていて、入り口のスタッフはニ
コニコして「いらっしゃいませ」と挨拶しています。唯一の違いは、日本の切符は自動販売機で、中国の切符はスタッフによる販売されているところです。（今回行った映画館
だけは自動販売機を使っているかは分からないけど。。。）

    友達に写真を撮ってあげてから、慌ただしく販売機の前に行って切符を買おうとしていました。そもそもはホラーを見る予定だったんですが、時間が合わなかったです。
（一日は二回だけ、少ないですね。中国の映画館は同じ映画で一日少なくとも五六回くらいやります）仕方なく、上映スケージュールを見て一つずつ検討していきます。門限も
考えて、私たちが見れる映画はあるかを見てみました。結局スヌーピーにしました。それはアニメで、私は嬉しいです。そもそもホラーが苦手ですので、スヌーピーにしてちょ
うど都合がいいです！

    食べ物と飲み物を買って中に入りました。始まるまでには様々な予告編が流されていて、これは中国とほぼ同じです。私は食べながら待っていました。ようやく始まりまし
た、見慣れているキャラが目に映っていました。スヌーピーは私がずっと好きだったキャラです、子供の時はわざわざスヌーピーの漫画を買って読みました。今はまさに子供の
時の大ヒットを振り返せますね。

    アニメですから、ストーリはわかりやすくて、知らない単語もそれほど多くないから、通して映画全体は楽に見ることができました。一時間半はあっという間に過ぎていっ
て、エンディングソングが流れてきた時、片付けて出ようと思ったら、照明もまだついてない、ほかの人も動く気配がないことに気づきましたから、座り直してみんなと一緒に
待つことにしました。エンディングソングが終わってから、照明が灯ってきました。この点においては中国と違います：中国ではエンディングソングになったらみんなはもう出
て行って、エンディングソングが終ると、ほぼ誰もいなくなります。

    シアターから出る前、席を見ておきました：ほとんどの席はきれいで、ゴミも持ち帰られました。中国の映画館と違って、ゴミは山ほどあって、掃除のスタッフは大変苦労
して片付けます。

    映画を見たことで沢山の心得がありました。習うことはまだまだいっぱいありますね。
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友達のお誕生日

2015.12.15

    十二月十三日は私の友達のお誕生日です。彼女もここの留学生です。今はここに私たち二人の留学生しか残っていないので、互いに頼り合って生きているって言えるくらい
でしょう≧◇≦

    中国古代の詩人は、仕事で挫折を受けたりお祭りなどお祝いの日になったりするときに、詩などを書いて自分の感情を表します。誕生日もちょっとしたお祭りと言ってもい
いでしょう。私はふいと「独在异乡为异客，每逢 佳节倍思亲」（詩の引用。一人で異国に居て、お祝いの日になると格段に家族のことを懐かしく思いますという大意です。―
訳注）詩が思い浮かべました。お祝いの日に、一緒に楽しめる人が居なくて、私たち二人だけはここで独自に祝っていると思うと、なんだか感傷的になります。二人でそれぞれ
小さなケーキを買って、簡単に祝っておきました～(本当に超美味しいですよ、食べる度に満面に涙を流してしまいそう)
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普通でない日曜日

2015.12.15

皆さんにとって週末の定義はなんでしょうかはわかりませんが、私の週末はいつも単純で充実しています：寮の談話室に閉じ込めて、iPadで今週の新番を見ながら携帯でゲーム
をしながら友達や家族とおしゃべりします。あるいはベッドで横たわって音楽を聞きながら小説を読みます。寄生虫のようにどこかに横になったまま一日を過ごすとは、本当に
気持いいなあ。。。(しかし、楽しい時間はいつも短すぎます、こうやって無駄遣いできるのは週に一日しかないです、へぇ。。。)

    十二月十三日、普通の日曜日、いつもののんびりした日に、普通でない出来事がありました―どこから来たかも分からないおじいさんが玄関で口汚くののしっていました。
ヘッドホンしていた私でも聞こえるくらい大きい声でした。窓の隙間から外を覗いてみたら、そのおじいさんは顔を赤らめて口汚くののしっていました、「あほあほあほ」と、
しかも早口で私には聞き取れないことを言っていました。寮の先生はそのとなりでずっと謝っていましたが、なかなか許してくれない様子でした。しばらくして、その罵りの声
は止まらなかったどころか、激しくなった一方で、「ゴンゴン」とドアを叩きつける音まで聞こえてきました。怖くなった私は慌てて一階の談話室から二階に逃げて、自分の部
屋に隠れるようにして黙って様子を覗きました。けれど、そこの言い争いはまだ終わる気配がなく、それどころか声がさらに大きくなってきました。（私の部屋はちょうどそこ
の真上ですので、怖い）五分後に、その口喧嘩はやっと静かになりました、私もほっとしました。

    あとになってルームメイトに教えてもらいました：そのおじいさんはこの付近で路を迷いましたから、食堂のおばあさんに尋ねましたが、食堂のおばあさんもおじいさんが
行きたいところについては詳しくないようで、曖昧な住所を教えたらしいです。でも、それは間違った住所だったそうです。おじいさんはちょっと短気のようで、とても怒って
責に戻ってきました。そこで玄関で口汚くののしったわけです。ちょっとした誤解ですね、なんか大変なトラブルでもあったかと思って怖かったです。今後はこのような誤解が
怒らなければと思います。⊙﹏⊙

 

PS：さっきの日記は写真を忘れましたので、こっちでアップしましょう。同じの日のことですね、ラララ～└(^o^)┘
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フィギュアスケート大会を見る

2015.12.17

    私は自分でスポーツをすることがそんなに好きではありませんが、人がスポーツをしているのを見るのが好きです。スポーツ大会とかにはいつも注目しています：バレーボ
ール、水泳、体操、陸上などなど。四年に一回開催されるオリンピック、冬季オリンピック、ワールドカップも必ず見ます。もしも地域の差を感じさせないことを一つ言わされ
たら、答えはスポーツ大会に違いないです。

    最近は、日本でフィギュアスケート大会が行われているようです。テレビで連続何日間もやっていますから。フィギュアスケートは私の比較的に好きな項目です、選手たち
が氷の上で舞うのを見たら、とても楽しいです。自分もフィギュアスケートをやってみたい気持ちまで湧いてくるくらいです。

    最後に、優秀を取ったのは若いイケメンです。その選手のニコニコした顔を見て、私も心から喜びを覚えました。
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日本のドラマ

2016.01.04

   日本語を学ぶには、書くだけではなく、他の人の話していることを聞いてわからないといけません。聞き取りの練習には、一般的な方法が数種類あるだけです：たくさん日本
人と対話する、たくさん練習問題を解く、もしくはたくさん日本のドラマや漫画を見ることです。

   日本に留学している私は、ヒアリングの練習をする機会がとても多いです。でも、中国にいる私の同級生達には機会はそんなに多くないです。ヒアリングの練習をするため、
中国の先生は彼らに日本のドラマを見るように推めています。そこで彼らは”5→9〜私に恋したお坊さん〜”という新作の日本のドラマを目標にして見ています。

   これは恋愛ドラマで、男性が一生懸命ヒロインを追いかける物語で、ヒロインと一緒に頑張った男性側のお母さんの同意を勝ち取るというストーリです。一見すると､とても
ありきたりの物語で、親戚のおじさんおばさんが続けざまにでてきますが、見所は、かっこいい主人公の男性の一途なところで、毎週月曜の晩に中国の先輩の許博文(この先輩
はこの日記に自分の名前をだすように強くアピールしてました)が時間になると携帯を目の前にして、私が直接生放送を録画させることを待っています。実のところ、私はもと
もとこのドラマに興味はなかったのですが、中国の友達がみんなこのドラマをこんなにも熱心に見ているのをみて、私も影響をうけて、ついでにヒアリングの練習をしていま
す。

   ついに、ある風が穏やかでうららかな月曜日、このロマンチックなラブコメディーは終わりました。無数の人が時間の短かさに感慨を覚えている時、どれだけの少女が心を動
かされていたでしょう？特に最後の主役の男女があらゆる困難を一緒に経験しkissした時、寮の同級生達は狂ったように叫んでいました。@_@しかしドラマは結局はドラマで
す。私達は現実の中で生活しなければなりません。
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仲のいい友達がテレビに出た！

2016.01.04

   寮住まいで最も有利なことは仲のいい友達ができることです。私には日本人の友達がたくさんいます。その中で私が最も仲の良い友達はルームメイトの藤木波乃さんと彼女の
親友の小川日菜子さんです。日菜子さんはもう一人の中国人留学生の前のルームメイトです。そのため、私達の関係はとても親密で、4人でよくいっしょに遊びにでかけます。

  (12月22日、日記が書くのが少し遅くなってすみません≧◇≦)今日、日菜子さんがテレビにでて私たちはとても興奮しました。日菜子さんは生粋の長崎人で、お父さんのお父
さんは長崎の原爆の生存者で、お母さんのお父さんは広島の原爆の生存者です。彼女は幸運な子供と言えるでしょう。このような身の上なので何度も取材を受けたことがありま
す。彼女自身も平和部に参加していて、世界平和を維持するため、このような原爆を二度とおこさせないように訴えています。2015年8月、彼女は被爆地区の住民代表として、
ヨーロッパで世界平和維持のスピーチをしました。ふだんの日菜子さんはいつもにこにこしていますが、テレビの中の日菜子さんの表情は重々しく、しっかりとした英語で世界
の人の目の前でスピーチする姿は見たことのない姿でした。スピーチの放送が終わると、福岡テレビの生中継の番組に切り替わりました。日菜子さんは学校の制服を着ていて、
司会者に対して丁寧に、自分の平和や原爆に対する見方を話していました。受け答えはとてもしっかりとしていて冷静で、とても心服させられました。

   翌日、日菜子さんは寮に戻ってきて、記憶通りのにこにこ顔に戻りました。私が彼女にお祝いの言葉をかけると、彼女は恥ずかしそうにすこし笑って、いつも通り私に冗談を
言ってくれて、テレビとは全く違っていました。彼女に将来の夢を聞くと、アナウンサーになることで、私は彼女は必ず自分の願いを実現するだろうと思いました。
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大掃除

2016.01.04

   学期の終わり、1年の終わり、どれも新しいスタートを意味します。中国には、古きを取り除き新しきを迎える、という古語があります。新年を迎えるため、寮にも大きな決
定がありました——大掃除です！

  寮の学生達は毎日掃除をしているので、最初は難しいことではないと思っていましたが、大掃除をするのと掃除をするのでは大違いだとは思いもしませんでした@_@普段の
掃除は浴室、トイレ、廊下、自習室を掃き、ごみを捨てるだけです。しかし大掃除ではこれだけではなく、大事な行程———洗濯機を洗うこと、があります。

    私も中国で寮生活でしたが、中国の寄宿学校は兵営のようなものでした。一部屋に8人、ワンフロアにつきトイレがひとつしかなく、洗面にいくときに人が多くて市場に行く
かのようです。1週間に一回家に帰るので、服などは全部家に持ち帰ってまとめて洗います。洗濯機は寮にはありませんでした。家に帰るとお母さんが全部服を洗ってくれたの
で(恥ずかしいけど、実際にそうだったので)、日本に来る前は私は洗濯機の使い方も知りませんでした。今回の掃除で、洗濯機を洗うのは、おもしろいと思いました。これまで
このような事をしたことがないからです。。。

   用事があって、遅れてしまったので、私がクリーニング室に駆けつけるとみんなはもう仕事を始めていました：洗濯機を移動して、洗濯機の内部を拭き、歯ブラシを使って槽
をこすり、みんなの仕事は整然としていて乱れもなく進められていました。私は洗濯機を洗ったことがなかったので、何をしたらいいかわからず、そばで見ている他なく、すこ
し手伝っただけでした。

   洗濯機の内部は汚くて、とても汚くて、めっちゃ汚くて、想像もできないくらい汚かったです。黒色のよくわからない物が洗濯機の底部に溜まっていて、槽の中には黄色の不
明物質があり、見るに忍びなかったです。これまでこんな洗濯機の中で服を洗っていたのかと思うと、私はすべての服をすべて取り出して手でもう一回洗いたくてなりませんで
した。

   長長時間にわたる清掃がついに終わり、私は部屋に戻り少し横になって寝ていると、先生がまた私達を事務室に呼びました。先生たちは私達をねぎらうために、飴とアイスク
リームを用意してくれていました。苦労の後のごちそうを味わい、とても幸せな気分になりました∩__∩
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先生が会いに来てくれた

2016.01.04

  今日(2015年末のある日、少し時間が経ってしまったので、何日か覚えてないです、すみません)先生が私に会いに来てくれて、とても嬉しかったです(○'ω'○)

    実のところ、涿本先生(すみません、先生の名前を打ち間違えてしまったみたい◑﹏◐）突然電話がかかってきて、私に会いに来ると言われて、少し驚きました。先生は冬休

みに入り、故郷の長崎に帰って来たので、ついでに私にも会いに来てくれました。これは時間外の残業と言えるのではないでしょうか、ははは。
    午後4時、先生は私の学校に来ました。もともとその日は課外授業がある予定でしたが、数学の先生はちょうど学校の卓球部をつれて試合に行くので、最後の2時間の数学の
授業は休みになりました。そうでなければ先生は私に会えなかったでしょう。~_~


    しばらく他愛もないおしゃべりをしてから、先生は突然私にケーキをおごってくれると言いました。とても嬉しかったけど、申し訳なく思いました。先生はさらにその時談
話室にいた中学生にまでケーキをごちそうしてくれました。本当にとてもおいしかった〜
    その日はバレーボール部の合宿があったので、最後に寮監が私に入浴するように催促しに来ました。私と先生は名残惜しく別れました。去り際に私はベランダから、大声で
先生に写真を送ってくださいね、と叫びました。└(^o^)┘
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悲惨な冬休み

2016.01.04

   冬休みが12月22日から始まりました。本来なら良いことですが、同級生で留学生の許夢書さんが休暇期間に滞在する場所がないので家に帰りました。日本に来て4ヶ月で初め
て寂しく感じましたが、さらにひどいのは冬休みでも私は授業を受けないといけないことです！

   学校全体で一番良いクラス(A組)と一番大変な年齢(高校二年)の私にとって、冬休みの補講は煉獄と言えるでしょう。朝8時から夜5時まで、一科目1時間です。さらに朝は6時
半に起きなければならず、私は本当に大病を患って入院したいという願望を抱いてしまいました。中国式の教育では学生の休暇をこのように搾り取ったりはしません。私はその
時の絶望感を形容することができませんでしたが、クラスの同級生達は毎日学校に授業を受けに行っているので、私も頑張って行くしかありません。

   ついに28日になりました。今日はホストファミリーの家に行く日です。見ず知らずの日本人に会うので、少し緊張しています≧◇≦それでは出発します〜

   PS：引き続きホストファミリーについての日記を書くつもりです。私はとてもこの家が好きです。期待してて下さい〜 
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ホストファミリーでの初日

2016.01.25

    12月28日14時23分、私は不安を抱えながら一人で電車に乗ってホストファミリーに向かいました。初めて日本人の家に泊まるので、とても躊躇していました。慣れるか
な、嫌われないかな、何よりは、無事に会えるかな、と。

    電車では小説を読んで時間を潰そうとしましたが、まさか私が車酔いなんて、しかもとてもです。十分後に、吐き気を感じて、めまいがして、とても気分が悪かったです。
仕方なく小説を諦めて、椅子にもたれて半分眠ってしまいました。

    二時間近くの電車はあっという間でした。眠りから目が覚めるたびに、記念に写真を一枚撮って、ついでに時間を確かめます。(*^0^*)

    電車から降りて、人の流れで外へ歩いて行きました。改札を通る時に、優しい声で呼び止められました。顔を上げて見たら、一人のおばさんです。会ったことのない人です
が、その親切な笑顔ですぐに好感を持てました。ホストファミリーのお母さんだろうと思いました。お母さんに会えたらもう安心しました。お母さんと一緒にお父さんのところ
に行って、会った瞬間にお父さんはブラジル人に見えましたが、その無精髭は古代の日本の軍官にも見えました。

    駅から出てセダンに乗り込んでから、お母さんは世間話をしてくれました。最初は緊張していて、何を言えばいいかは分からないまま、聞かれたら答えるしかできなかった
ですが、だんだんと緊張は解けてきて、お母さんと世間話ができるようになりました。お父さんもとても優しい人で、私が車に酔うと知ったら、こまめに体調を聞いてくれてと
ても感動しました。

    近くのスーパーへ晩ごはんの食材を買いにいきました。ホストファミリーとの距離を縮ませたいから料理を一つ作って味わってもらうつもりでした。お母さんとお父さんは
聞いたら楽しみですと示してくれました。でも、私は長く料理を作ってないからちょっと自信がありませんでした。得意のトマトと卵の炒めを作り、お母さんの手伝いもしまし
た。お母さんは喜んでくれました。お兄さんとお姉さんはあまり料理のお手伝いする時間はない

らしいです。

    お姉さんはアルバイトがあるから、私たち（お父さん、お母さん、お兄さんと私）と一緒に食べなかったです。お母さんは得意の回鍋肉（ホイコーロー）とお握りを作って
くれて、買ってきた唐揚げと私が作ったトマトと卵の炒めで、豊富な晩ごはんが出来上がりました。

    食卓につくと、私はまた不安になりました。作った料理は美味しくないか、日本人の口に合わないではないかと。作るんではなかったではないかまで自分を疑ったくらいで
した。でもやったことはいくら悩んでも、料理の味は変わらないから、自分の作った料理をしみじみ見つめながら、味わってくれるのを待ち構えました。

    ようやく、お父さんはスプーンで一口を食べてくれました。私は大変緊張していて、試験後の成績発表を待っているような気持ちでした。お父さんは笑顔でお母さんとお兄
さんに勧めて、美味しいよと言ってくれました。お兄さんとお母さんも食べてほめてくれたから、やっと安心できました。実はそれは上手くできていないはずです。私の母の作
ったのにはやはり及ばないし、最後の味付もバランス取れてなく、濃さのたりないところもあります。でもこの家族はそれらを大目に見てくれて、家に帰ったような気持ちにな
りました。

    お姉さんのアルバイトは八時半にようやく終わりました。中国では、学生がアルバイトすることは珍しいです。しかも親も勉強の邪魔にならないかと心配であまりアルバイ
トをさせないです。それに対して、日本では学生のアルバイトはごく普通のことです。学生アルバイトの給与基準まで作ってあります。お姉さんは塾で子供たちに英語を教えて
いて、時給は2500円です。お姉さんはすごいと思います！すぐにお姉さんと仲良くなりました、女の子同士だからかな。 ('・ω・')

    ホストファミリーも何名かの留学生を受け入れたことがあるようで、経験豊かです。当日の夜はちょっとしたミーティングをして、これからの一週間は私をどこに連れて行
くかについて話し合っていました。あまりの嬉しいことに恐縮しながら楽しみにしていました。明日はどんなことが私を待っているでしょう？
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ホストファミリーでの二日目

2016.01.25

    12月29日、私がホストファミリーに到着した二日目です。ようやく朝寝坊する願いは叶えました。（寮では週末でも七時に起きないといけませんので、私は久しく寝坊して
なくて、思うだけで悲しいです）昨日立てた計画通りに、私とお兄さんはそれぞれ散髪屋さんに行きました。私は小さい時からずっと短髪です。学校が長髪を禁止していたか
ら。日本に来る機会に髪を伸ばそうと思いましたが、髪の手入れがわからないと気づいて、仕方なく今回は切ってしまいます。

    髪を切ってから、私、お父さん、お母さん、お兄さんで神社に行きました。（お姉さんは今日バイトなので一緒に行けないです。大変ですね）この神社は福岡三大神社の一
つですが、名前を忘れてごめんね。もうすぐ新年ですから、神社に人がいっぱいです。中国の春節の帰省ほど恐ろしいことはなかったけど、相当な人数です。道の両側は各種の
お店で、まさしくアニメで見たシーンです。小さな広場でお猿のショーも見ました。大きい猿は輪跳び、高跳び、竹馬、どれもお見事に、てきぱきできています。見ているみん
なは拍手して歓声を上げました。ショーが終わると、みんなは前にあるたらいにお金を入れました。四五才の子供は私の前のたらいから百円を取り出して、ぶらぶらと彼のお母
さんに近づいてその百円をお母さんに渡そうとしました。お母さんにだめよ、戻してと言われたら、またぶらぶらして歩いてお金を返しました。甘い声でお猿さんに謝って、な
んて可愛い！

    神社に来たら、御神籤を引かないといけませんよね。私は引きましたが、中吉でした。でも2015年はもうすぐ終わりますしね。私は御神籤を縄に結びました。これは日本の
伝統だそうです。大吉なら持って帰り、一年間守ってもらえます。それ以外は神社に残していき、一年間の厄を除けます。

    神社を参拝した後、私たち四人は道沿いのお店を見まわりました。各種お菓子や見たこともないものがいっぱいあります。日本侍の鎧や、刀、そしてたくさん日本特有のも
のを見ました。お兄さんは簡単に真田幸村、徳川家康などの英雄のことを説明してくれて、大変勉強になりました。

    神社から出ると、今日の最後の目的地に行きました：COSTCO。これはアメリカ商品専門のお店で、あらゆる商品がメガサイズです：メガサイズのカニ、値段は22500円；
超メガサイズのティラミス、超メガサイズのポテトチップス。最後に私たちはポテトチップスを買い、大晦日の夜に食べるつもりです。
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福岡タワー

2016.01.25

    12月30日、お姉さんのアルバイトがやっと終わったので、今日は五人で行動します。今日私たちは福岡タワーに行きました。福岡タワーは福岡で最も有名な観光地の一つで
す。お母さんは高所恐怖症ですので、私、お姉さんとお父さんだけタワーに登りました。お兄さんはその辺りの海辺に散歩に行きました。

    福岡タワーの高さは237メートル(記憶が正しかったらですが>_<)ですが、観光客は130メートルまでにしか登れません。高いところから福岡市を見下ろしたら、福岡の魅
力は分かります。福岡は長崎と違います。福岡はファッション性のある都市だとしたら、長崎は田舎の山村です。

    タワーから下を見下ろすと、広い海面が見れます。日本の海はとても青くて、本当に空と同じ色に見えます。日本の海面に人工の柵があると気づいて、柵の範囲内は泳げる
エリアで、それを超えると水泳禁止となっているとお姉さんに教えてくれました。それは面白いと思いました。海面に白い建物もあって、結婚式場だそうで、とても綺麗です。
私は海辺を沿って眺めると、知ってる姿が目に入りました、よく見たらホストファミリーのお兄さんです。目がいいねとお姉さんとお父さんに褒められました。↖(^ω^)↗

    タワーの上で、福岡タワー神社も見れました。その隣の柱に紙がいっぱい結ばれていて、紙に新年の祝福が書かれてあります。その中で、韓国語は最も多く、中国語も少な
くはなかったですが、逆に日本語は少なかったです。世界各地からその名声に惹かれてわざわざ見に来ているんですね。

    福岡タワーの見学が終わると、一日中で最も重要な時間はやってきました—晩ごはんです。今日の晩ごはんは焼き肉食べ放題です。お父さんは忘年会があるから来れなかっ
たので、残り四人でちょうど一つのテーブルを占めました。焼き肉食べ放題は想像とだいぶ違います：注文できます、自分で取りに行くのではなくて。たくさんの料理名で眩し
いです、ほとんど知らないから！そして注文を諦めて、お母さんとお姉さんに任せました。焼き肉は上手く漬けてあって、スープやご飯も好きなだけ食べられます。最後に一人
一品の美味しくて細工されたデザートもあります。晩ごはんも完璧に終わりました。 (=θωθ=)
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餃子作り

2016.01.25

    12月31日、2015年の最終日になります。今日はホストファミリーのお母さんと一緒に餃子を作ります。(○'ω'○)楽しみですね。

    日本人の餃子は中国人の餃子とは大きく違います：中国人の伝統はニラ、卵とお肉からなる「三鮮」の具で、日本人はキャベツとニラを具に餃子を作ります。でも今回は、
ホストファミリーは私の口に合わせてくれて、もともとの具にお肉と卵を入れてくれました。彼らは本当に私に優しくて、自分の子のようにしてくれているとしみじみ感じてい
ます。

    具を作ってから、みんなで餃子を作り始めました。普段は家でお母さんが用意した小麦粉で餃子の皮を作りますが、今回は買ってきた皮です。すべすべでくっつかないです
が、お姉さんがいい方法を教えてくれて、無事に餃子を作れました。

    餃子はすぐに作れました。中国では水餃子を食べますが、日本人は焼き餃子をよく食べます。だから今日のメインディッシュは焼き餃子になります。ホストファミリーのお
母さんは私の習慣を考慮してくれて、わざわざ餃子と一緒に食べるおかゆも作ってくれました。嬉しいよ嬉しいです！
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新年の初日

2016.01.25

    1月1日、お正月の初日は、まさしく女の子は実家に帰る日です。そして今日は、私もお母さんについて、お爺さんとおばあさんのお家に帰り、ご馳走を食べました。

    朝早くに、私たちは早起きしておばあさんのお家に向かって出発しました。目的地に到着したら、まず目の前の景色に惹かれました：一面に広がっていく海です。ここはま
さかオーシャンビューのお家です！内陸に生活している私は、海を見る機会はめったになくて、昔旅行の時に泊まったホテルも、オーシャンビューのある部屋が最も高いです。
お爺さんとおばあさんは「貴族」なんですね。(笑)

    玄関に入ったらまた驚きました：たくさんの靴だ！！！お母さんの兄弟は多いとのことですね。初めて日本人の家族の集まりに参加することですから、かなり緊張しまし
た。お母さんは兄弟四人で、お母さんは次女です。長女のおばさんは娘二人（正確には三人ですが、もう一人はお腹の中に）、三女のおばさんは息子二人を連れてきています。
四女のおばさんはドイツで生活していて帰ってこなかったですが、それでもけっこうな人数です。こっそり数えてみましたが、全部で十五人です！ひとりっ子政策の中国では、
１５人の集まりはもう大型イベントと言えると思います。けれどすぐに緊張する余裕がなくなりました―私はお姉さんを手伝ってお皿を並べていました。

    いろいろな食物が一つ一つ食卓に並ばれました、見ているだけで涎が止まらないくらいです。これらは全部おばあさんが一人で作ったとお姉さんから聞いて、驚きました：
この量は、びっくりさせますね。おばあさんは本当に本当に本当にすごいです！（詳しくは写真を見てね）私は心底から感服を覚えました、日本の家庭の主婦って本当に偉いで
す。

    準備ができてから、私はゆっくりと自分の席に座りました。中国では家族で食べる時は適当に座りますが、日本では席がきっちり決まっています：年長者は上座で、若い人
は年齢順で男の子は一列と女の子は一列に座ります。日本は階級制度が厳しい国だと感じました。

    ようやく食べ始めました。私は鶏もも焼きを楽しもうとしたして一口を齧ったらすぐに違和感を感じました：冷たいなあ。鶏もも焼きの旨さはその「焼き」にあると思いま
すので、焼きたてのはもっとも美味しいです。けれど今はもう冷めてしまって、残念です。私は近くあるご馳走を一つずつ味わってみましたが、どれも冷たいです。日本に来て
寮に住み始めて、毎日作ったらすぐに食べますので、冷たい食べ物を食べる機会はあまりなかったです。ようやく今回の家族の食事会で、日本の特色を体験できました。

    食事会が終わったら、日本の定番行事です：神社への参拝。前にすでに一軒の神社に行ったことはありますが、それは新年の時ではなかったです。今回行ったのも福岡三大
神社の一つですので、ちゃんと御神籤を引いて、新年の願い事をしなくちゃ、叶えばいいですね。私の心の中での囁きが聞こえたかのように、私もお姉さんもともに大吉でし
た！(^○^)みんなも喜んでくれて、財布に入れて無くさないようにと念を押されました。もうしばらくぶらぶらしていて、お母さんは細工されたサルちゃんを買いました。お
父さんも偶然に神社の隣でお店をやっている友人と出会いました。今回の参拝はいいことがたくさんありましたね。

 

PS：福岡タワーの写真を追加します
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神社

2016.01.25

    一月一日の夜、午前中は遊んで午後は休んだ後、夜になってすっかり元気を取り戻しました。ホストファミリーのお母さんは神社に連れいて行ってくれました。

    神社に入ってすぐ、大勢の人波に目を止めました。心なしか、なんだか夜は昼間より人が多い気がしました。道沿いの屋台は目眩しいほど多くて、とにかく止まって思う存
分に食べたい気分です。けど、お母さんに日本人は参拝してからぶらぶらする習慣だと言われたので、離れがたい気持で参拝に向かいました。

    人波の中で奥まで流れて行って、目に映ったのは大きな。。。火の玉？なんて言ったらいいかはわかりませんが、とても綺麗です。黒い夜で弾んでいるような火は、人間の
絶えない生命力を象徴しているようにも見えて、神社をいきいきとさせていました。

    なぜ神社への参拝は何回も行わないといけないのかなという好奇心はあります。後になって分かりました：神社によって神様も違いますので、願い事も違ってくるのです。
私は交通安全、家族の健康、学業成就を願いました。すべてが叶うようにね。

    神社を出たら、屋台に向かいました。串焼き、とうもろこし、イカ焼き、トルティーヤなど、いろんな種類の食べ物は、故郷の夜店のことを思い出させられました。適当に
幾つかを買って、歩きながら食べ始めました。また友達と一緒に神社に来ようと思っていました。

PS：神社行きの車の長い列をご覧になってくださいね～
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お寿司の盛宴

2016.01.25

    １月２日、今日はお爺さんのお家へお寿司を食べに行く予定です、嬉しいよ嬉しいです!(^ ^)!お爺さんのお家とお父さんのお家は隣同士の別棟で、移動時間は二分間です～

    お父さんは兄弟三人で、お爺さんは兄弟四人ですので、相当な人数になるかと思いましたが、昨日よりも少なかったです。お父さんのお兄さん二人とも出勤しましたから
ね。新年の二日目から元気を出して出勤するって、大変ですね。

    待って、待って、ようやく昼ごはんの時間になりました！食卓を囲んだのは私、お兄さん、お姉さんの三人の若い輩で、後はみんなお爺さんやおばあさんの年長者です。最
初はちょっとたじろいでいましたが、すぐに気にしなくなりました。なぜなら、ホストファミリーのお母さんが特別な食事を用意してくれましたから、シシシ。

    昼ごはんは盛り沢山で、各種にぎり鮨は揃っています。けど、お爺さんの手作りではなく、外の寿司屋に注文したのです。メガサイズで本当に楽しく食べました。持ち帰っ
て寮でゆっくり食べたいとも思いました。
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ぼたん雪

2016.01.25

    雪です！！！この冬は雪が見れないと思ったけど、まさか長崎までこんな大雪が降るなんて思わなかったです。本当にぼたん雪ですよ。九州全域が大雪に覆われているそう
です。長崎はその影響で月曜日は休講になったくらいです。

    クラスメートに誘われて、一緒に雪の上で横たわって遊びました。（笑）私たちは雪ボールの上にも横になったり、雪合戦をしたり、雪の中で全力疾走したりして、最後は
びしょびしょになって寮に戻れました。でもとても楽しかったです。
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留学で得たこと

2016.03.06

   日本に留学に来て半年が経ちました。最初日本に来たのは日本の生活を理解し、後で大学を受けやすく、ついでに日本語を学び、日本語の会話のレベルを高められるからで
す。しかしこの半年の生活でたくさんの良い友達と交友することができました。日中文化の違いを深く感じました。同じアジアに属し、時差も1時間しかないけれど、中国人と
日本人は違います。

   以前は学校の同級生達と一緒に日本に見学旅行に来たことがありましたが、多くの文化交流はありませんでした。今回の心連心の留学活動は、私にとって多くの収穫がありま
した。まず処世術：日本人はみな婉曲で、他の人の為に多くの事を考慮します。さらには交通規則の上でも体現しています。心の中ではおそらく嫌いでも絶対に表にだしませ
ん。大きなことでも小さなことでも事前に相談します。修学旅行での例を挙げると：2ヶ月前チームに分かれて活動を始め、先生に報告した後、先生が具体的に個人の1つ1つの
手配を具体的にします。宿泊する部屋からバスの席至るまで、先生は統一して配属し、混乱を防止します。修学旅行の為の特製のしおりは、4日間で参加するイベント、何時か
ら何時まで食事をして、何時から何時まで見学し、甚だしきに至っては何時に起きて何時に寝るかまで計画したものが詳しく書かれていて、学生達はただ先生が手配してくれた
ことを実行すればいいだけで、時間の余裕があるかどうかというような問題を心配する必要がありません。このような他の人を思いやる気持ちと綿密に計算された手配は正に私
に欠けていることで、他の人から自分に足りないことを見つけられたのが私の最大の収穫です。

   2つ目のの取り上げるべきことは学校の部活です。学校の生活は中国の伝統教育と明らかに異なります。学校で成績は別に最も重要ではないかもしれなくて、部活もきわめて
重要な一部分です。部活に入っている学生はみな百パーセントの力を出していて、部活を生活の一部分ととらえていて、絶対に何のいわれもなく休暇をとったりしません。甚だ
しきに至っては週末もわざわざ学校に行って部活にでたりします。私の入った美術部は、週に2回しかないのですが、毎回部のみんなはとても頑張っていて、良い作品は県美術
館で展示されることもあり、部活を十分に社会に溶け込ませています。学校の吹奏楽部は定期的に公演があり、平和部も定期的に大型商店街で平和スピーチをしているし、バレ
ーボール部は定期合宿をして、九州の各大会に参加しています。これらの豊富なイベントは中国の教育体制にはありません。これも私の日本での大きな収穫です。

   3つめは成績です。前回の英語の大会で、私は658点の成績で校内4位をとりました。英語は日本人の弱いところかもしれませんが、私はこのような成績がとれて、とてもうれ
しかったです。

   半年の留学生活で私は日本人の生活文化と精神文化を感じることができ、自分に不足していることを理解し、絶えず、完全な自分を理解させてくれました。残りの半年、私は
引き続き努力して学び、中国の伝統文化を広め、日中交流のために自分のを注ぎます。
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ダンス大会

2016.03.06

   二月一日は高校二年生のダンス大会です。今回の大会のために、みんな頑張って練習して、毎日放課後一時間踊って、大会前の土曜日は学校で三時間も特訓をしていて、本当
に大変でした*―*

   各クラスの選んだ曲はみんな違っているが、トータル時間が同じなら大丈夫です。うちのクラスは四つの曲をつなぎ合わせて、一つの曲にしました。四つの曲ともテンポの速
い曲で、聞いている人が自然と体を動かしたくなります。最初から最後まで一回踊ると、力が無くなると感じますが、最後の大会のために、みんな元気を出して昼夜兼行で練習
を頑張っています。

   いよいよ大会に出場しました。まずクラスで選ばれたグループダンスを披露します。くじ引きで決まった順番で、各クラスが２つのグループを選び出し、各グループは順番に
出場し、成績は最後の点数に記入されます。各クラスのグループダンスを見て、思わず賛嘆しました：日本の女子高校生はすごすぎます。。。ほとんどすべてのダンスに側転の
ような技術度の高い身振りがあります。一番印象に残っているのが最後の英語クラスのグループダンスです：全部で五人いて、中の四人が身長の順で並んで（一番後ろの人がし
ゃがんで、後ろから二番目の人が跪いて、後の二人が順番に並んで）残った一人が順番に四人の体を踏んで、最後にジャンプして着地しました。本当に素晴らしかったです！

  グループダンスが終わってから、続いてクラスのダンスになります。うちのクラスは四番目に出場しました。最初は少し緊張していましたが、踊っているうちに緊張を忘れ
て、自分のできる分に専念して、すべてダンスに集中することができました。数分間のダンスがあっという間に終わってしまって、すこし憂鬱な気分になりました。いわゆる
「舞台上の短い演技が光るのは長い下積みがあってこそ」、こういうことでしょう。

   あっという間にすべてのクラスが自分のダンスを披露し終えました、みなさんはしばらく静かに座って、校長先生が結果を発表するのを待っていました。

  「第二位はB組です」と校長先生の発音があまりはっきりしなかったため、BクラスかEクラスかみんながはっきりと聞こえませんでした。「Bクラス！」と校長先生が繰り返
すと、隣のクラスが盛んな拍手と叫び声がわき起こりました。一位がまだ発表されていないため、私はすこし緊張していました。

「第二位を獲得したのはA組――英語クラス」出してしまいそうな叫び声が喉に抑え込まれました。私はA組ですが、英語クラスではなく、特進クラスです。突然のギャップに
落ち込んでしまいましたが、でも英語クラスのダンスを思い出すと、負けるのは当たり前だと思いました。

   英語クラスのグループダンスはさっき言いましたが、一番素晴らしいグループダンスだと思います。彼らのクラスダンスはとてもストーリー性のあるダンスです：夜が訪れ
て、ぐっすり眠っていた「ロボットたち」は目が覚めました。彼らのダンスは、元気よく、情熱的で、Taylorのリズム感のある音楽に合わせて、聞く人に春のような生気を感じ
させます。英語クラスは元気よく情熱的なクラスで、このようなダンスはちょうどクラスの個性を見せてくれました。

  このようなA組に負けて、私は口でも心でも承服しますが、しかしB組に負けたのはどうしても納得できませんでした。うちのクラスのダンスのほうがもっとリズム感がありも
っと活気に溢れていいて、B組の大衆ダンスに劣っていないと思います。

   いずれにしても、順位が発表され結果が決まりました。今回のダンス大会はとても深く印象に残りました。ダンスの振り付けをした苦労、みなさんがダンスを練習する熱意、
また毎日の放課後の練習、これらを忘れられないと思います。これは私にとって一生の貴重な思い出になります。

何雨祺さんの日記





中間研修

2016.03.06

   中間研修が終わってだいぶ経ちましたが、やはり記念としてこの五日間を日記に書きたいと思います。

  興奮した気持ちで飛行機を降りた時、先生について早足で集合場所に向かった時、長い間会っていないみなさんに会えた時、私は、家に帰ってきたと思いました。

   心連心のみなさんは大きく変わりました、髪の毛を伸ばした人もいますし、ファッションスタイルが日本人に似てきた人もいますし、一目見てだれかと分からない人もいまし
た。しかしみなさんと面と向かって挨拶をするとき、あの久しぶりの感覚が戻ってきました。

  研修の内容が珍しくなくて、研修基地のWIFIの電波も弱かったが、友達と一緒にいるから、淋しくはありませんでした。一緒に餃子を作ったり、和菓子を作ったり、グループ
のメンバーと体験を分かち合ったりして、この五日間を忘れられない思い出にしてくれました。また夜にはみなさんとカラオケに集まることができて、とても満足しました。

   特に四日目に、重苦しい研究所を出て、私たちは奈良と大阪に行きました。東大寺で、かわいい鹿ちゃんに会いました。大阪で、日本の都市を久しぶりに見れて、町の賑やか
さと人ごみを感じました。学校の友達にお土産を選んで、また一日が過ぎました。すぐにまた別れなければならない時が来ました。

   空港へ行くリムジンバスの中で、みなさんは自分の気持ちを抑えましたが、新幹線に乗る人が駅についてバスを降りた時、みなさんは涙を流すのを止められませんでした。私
たちは名残惜しげに別れて、次回の集まりを期待しています。

  再会は短いものですが、しかし日本人の友達だけではなく、中国人の友達にもこんなにたくさん逢わせてくれて、心連心のこのプロジェクトに感謝しています。私たちはきっ
と一生の友達になれると信じています。

何雨祺さんの日記





寮の卒業パーティー

2016.03.06

  日本の学校と中国の学校の一番大きな違いは新学期の月が違うところです：中国では九月が学校の新学期で、日本では四月が一年の新学期になります。二月十七日は、私たち
の学校の卒業式です。二月二十六日に、学生寮で先輩たちを送別するために学生寮で卒業パーティーを開きました。

   卒業パーティーで、みなさんは心を込めて一曲の歌を準備して先輩たちにおくります。中間研修に参加したため、私は練習できませんでした。元の歌を一、二回しか聞いてな
くて思い切って出ました。

   パーティーがはじまりました。いつもと同じで、最初はお祈りをしました。讃美歌を歌い終えてから、先輩と後輩とお互いにプレゼントを交換し、ごちそうのたっぷりな晩御
飯を食べてから、いよいよ私たちの出番になります。みなさんは決まった隊形で登場している間に、前奏も静かに流れはじめた。「もう二度と開かない教室」「今まで有難う」
などの歌詞を口に出すと、本多環先輩がずっとハンカチで涙を拭いていたのをちらっと見ました。実はパーティーが始まった時から、先輩がさめざめと涙を流しました。泣いた
り笑ったり、感情が高ぶった時は涙が止まらないことから、先輩と寮の深い絆をとても感じました。一曲の歌がすぐに歌い終わりましたが、みなさんの気持ちはなかなか静まら
なかったです。

  歌が終わってから、続いて卒業生代表のあいさつになります。野村先輩は元の寮長で、また一番助けてくれた人です。先輩は楽観的で親切で人に優しい、将来きっといい奥さ
んになれると思います！先輩はほかの四名の卒業生に向かって心の深いところに埋められた気持ちを伝え、ある先輩がまた泣き出しそうになりました。卒業生のあいさつが終わ
ってから、すべての卒業生はまた在校生に歌をおくりました。これは思いもよらなかったことです。先輩たちは声が大きくなかったが、みんなは歌を聞くことに集中しました。
一曲が終わって、たくさんの在校生もまた涙が出そうになりました。司会者は次の演目を話している途中に泣き出してしまいました。この場は別れのムードが溢れています。   

   美味しいケーキを食べて、パーティーは幕を下ろしました。三年生が行ってしまいましたが、また新しい一年生を迎えます。寮のストーリーも、またこれからも続きます。

何雨祺さんの日記



卒業式

2016.03.06

   二月十七日、正式な卒業式が来ました。私たちは前日に決まったように、自分の席に座って卒業式の始まりを待っています。

   抑揚のあるピアノの曲とともに、高三の先輩たちが歩いてホールに入りました。先輩たちは歩くのが遅くて、一歩一歩を音楽のテンポに合わせていました。私はこの人を眠ら
せるような音楽をきいて、寝てしまわないように精一杯でした。周りにビデオカメラが四、五台あって、いろいろな角度から撮影しているので、テレビで恥をかいてはいけませ
んよ。

   すべての学生が席についてから、いつものお祈りが始まりました。それから卒業生が卒業証書を受け取ります。卒業生がみんな演壇に上がり、担任の先生に名前を呼ばれ、校
長先生に卒業書を渡されます。この簡単な動作は何百回も繰り返されるが、みんなの表情は厳かで重々しいです。

   卒業証書が配布されたあと、卒業生のあいさつになります。先輩が何を話していたかはもうはっきり覚えていませんが、話しながら涙を流している先輩の姿は私の脳裏に深く
刻み込まれました。母校を離れ社会に出る高三の先輩たちも、こっそりと涙を拭いていました。横目で見たら、周りの友達も涙を拭いていた子もいました。別れることは避けら
れないことですが、私たちは前に向かっていかなければなりません。

  寮に帰って、これは先輩たちのための最後の送別になります。今晩から、半年付き合っていた先輩たちはここを離れます。今までの毎晩の歓談がなくなり、私も心から淋しく
感じます。先輩たちが努力を続け、理想の大学に入れますように！

何雨祺さんの日記
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